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論

　
　文広
島
大
学
文
書
館
本
館
に
お
け
る
温
湿
度
管
理
に
つ
い
て

― 

平
成
二
四
年
度
第
三
者
評
価
委
員
会
に
お
け
る
指
摘
事
項
へ
の
対
応 

―

村　
　

上　
　

淳　
　

子

は
じ
め
に

　

広
島
大
学
文
書
館
（
以
下
、「
文
書
館
」
と
い
う
。）
の
施
設
は
、
教
育
学
部
旧

音
楽
棟
二
階
建
て
一
階
部
分
に
位
置
し
、
公
文
書
室
書
庫
及
び
森
戸
辰
男
記
念
文

庫
等
の
書
庫
五
室
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
も
兼
ね
た
公
文
書
室
及
び
大
学
史
資
料
室
、

閲
覧
事
務
室
及
び
館
長
室
の
四
室
に
加
え
、
六
㎡
の
個
室
一
一
室
を
含
む
個
別
書

庫
群
一
二
室
か
ら
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。
文
書
館
施
設
は
、
設
立
時
か
ら
少
し

ず
つ
追
加
配
分
を
得
て
拡
張
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
法
人
本
部
棟

に
平
成
二
二
年
度
に
整
備
し
た
公
文
書
分
室
、
教
育
学
部
棟
八
階
の
学
内
共
同
研

究
ス
ペ
ー
ス
部
分
に
二
室
が
配
分
さ
れ
、
平
成
二
五
年
一
二
月
現
在
の
総
延
床
面

積
は
八
六
一
㎡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
旧
音
楽
棟
部
分
の
延
床
面
積
は
六
七
一
㎡

で
あ
る
。
な
お
、
文
書
館
の
中
心
部
分
を
構
成
す
る
旧
音
楽
棟
一
階
部
分
を
、
公

文
書
分
室
整
備
以
降
「
本
館
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

各
室
の
ド
ア
は
、
旧
音
楽
棟
と
い
う
建
物
の
特
性
か
ら
重
厚
な
鉄
製
の
防
音
扉

で
、
取
っ
手
の
レ
バ
ー
を
縦
に
す
る
と
扉
の
上
下
に
バ
ー
が
伸
び
て
防
音
ロ
ッ
ク

機
能
が
働
く
と
い
う
仕
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、各
室
の
窓
は
、二
重
サ
ッ
シ
に
な
っ

図１　広島大学文書館本館　平面図
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て
お
り
、
防
音
効
果
の
み
な
ら
ず
暑
さ
・
寒
さ
対
策
に
も
威
力
を
発
揮
し
て
い

る
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
設
置
に
も
対
応
し
た
床
構
造
は
、
荷
重
の
面
に
お

い
て
集
密
書
架
が
設
置
可
能
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
館
内
は
土
足
禁
止
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
も
紙
資
料
等
を
保
存
す
る
施
設
と
し
て
望
ま
し
い
条
件
を
満
た
し

て
い
る
と
い
え
る
。

　

文
書
館
で
は
、
書
庫
等
の
温
湿
度
管
理
の
た
め
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年

四
月
の
創
設
以
来
温
湿
度
計
測
器
を
設
置
し
、
計
測
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
き
た
。

こ
の
温
湿
度
計
測
機
に
よ
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
、
平
成
二
四
年
度
ま
で
の
八
年
分

に
及
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
余
裕
が
な
く
、
せ
っ
か
く
の

デ
ー
タ
の
蓄
積
を
防
湿
対
策
等
に
活
か
せ
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。し
か
し
、

平
成
二
四
年
一
二
月
の
第
三
者
評
価
委
員
会
の
席
上
、
評
価
委
員
の
お
一
人
で
あ

る
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
館
長
宇
佐
美
英
機
先
生
よ
り
、
保
存
科
学
の

視
座
か
ら
の
効
率
的
な
温
湿
度
管
理
そ
の
他
保
存
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
こ
の
指
摘
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
を

解
析
し
、
従
来
の
温
湿
度
管
理
方
法
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
と
し
た
。
以
下
、

平
成
二
四
年
度
第
三
者
評
価
の
結
果
を
受
け
て
実
施
し
た
対
策
に
つ
い
て
報
告
し

た
い
。

一
、
温
湿
度
計
測
方
法
と
そ
の
問
題
点

　

本
館
内
の
温
湿
度
計
測
は
、
毎
週
一
回
の
頻
度
で
担
当
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
に

依
頼
し
行
っ
て
き
た
。
温
湿
度
計
の
機
種
は
、
計
測
時
の
値
と
、
前
回
計
測
時
か

ら
の
最
高
・
最
低
の
値
が
計
測
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
式
の
も
の
で
、
各
書
庫
で
は
上

下
二
カ
所
（
上
側
は
床
面
よ
り
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
、
下
側
は
同
約
一
〇

セ
ン
チ
）
に
設
置
し
て
い
る
。
計
測
箇
所
は
、
平
成
二
四
年
一
二
月
の
時
点
で
上

下
二
箇
所
に
設
置
し
た
一
九
室
、
一
個
設
置
の
四
室
の
計
四
二
カ
所
に
の
ぼ
っ
て

い
た
。

　

計
測
方
法
は
、
各
温
湿
度
計
の
計
測
時
の
数
値
と
、
最
高
及
び
最
低
の
数
値
の

計
三
種
類
を
記
録
し
、
エ
ク
セ
ル
の
表
に
転
記
入
力
後
、
自
動
計
算
機
能
に
よ
り

一
週
間
の
平
均
値
も
算
出
す
る
。
す
な
わ
ち
、
温
度
、
湿
度
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

計
測
時
と
一
週
間
の
平
均
値
、
最
低
値
、
最
高
値
の
四
つ
の
数
値
が
並
ぶ
こ
と
と

な
る
。
作
業
は
、
最
高
・
最
低
ボ
タ
ン
を
押
し
て
数
値
を
表
示
さ
せ
、
計
測
後
は

機
器
背
面
の
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
と
い
う
作
業
を
伴
う
も
の
で
、
各
書
庫
の

鍵
の
開
閉
も
必
要
で
あ
り
、
か
な
り
手
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
週

規
則
的
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
来
館
す
る
こ
と
が
可
能
な
人
材
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
非
効
率
的
な
運
用
を
前
提
と
し
て
い
た
。
人
材
の
有
効
活
用
と
い
う

点
は
、
計
測
箇
所
の
多
さ
と
と
も
に
、
特
に
改
善
を
要
す
べ
き
事
案
で
あ
っ
た
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
人
材
の
効
率
的
な
運
用
と
い
う
課
題
と
併
せ
て
、
も
う
一
点
懸
案

と
な
っ
た
の
が
エ
ア
コ
ン
の
稼
働
で
あ
る
。
六
㎡
の
個
室
の
う
ち
、
文
書
館
設
立

以
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
古
い
エ
ア
コ
ン
の
故
障
等
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
エ

ア
コ
ン
稼
働
に
よ
る
温
湿
度
管
理
を
全
面
的
に
見
直
す
こ
と
と
し
た
。こ
の
た
め
、

エ
ア
コ
ン
の
運
転
を
停
止
し
、
代
替
策
と
し
て
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
全
書
庫
で

稼
働
す
る
と
と
も
に
、大
型
除
湿
機
を
新
規
に
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
は
、
タ
イ
マ
ー
を
併
用
し
夜
間
自
動
停
止
す
る
よ
う
セ
ッ
ト
し
て
い

る
。
空
調
の
運
転
時
期
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
停
止
時
間
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
温
湿
度
デ
ー
タ
に
基
づ
き
明
確
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
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め
、
デ
ー
タ
の
分
析
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

　

計
測
方
法
の
簡
略
化
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
実
施
の
機
会
が
見
出
せ
な
か
っ

た
が
、
第
三
者
評
価
委
員
会
で
の
指
摘
を
契
機
に
具
体
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
自
動
で
温
湿
度
を
計
測
す
る
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
は
、
か
な
り
の
初
期
投
資
を
要
す
る
こ
と
か
ら
導
入
に
踏
み
切
れ

な
い
で
い
た
も
の
の
、限
ら
れ
た
人
材
の
有
効
活
用
の
た
め
、長
期
的
視
野
に
立
っ

て
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
毛
髪
式
温
湿
度
計
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
設
置
の

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
ぼ
不
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
必
然
的
に
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
選

択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
予
算
に
限
り
が
あ
る
以
上
、
全
て
の
書
庫
に

設
置
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
設
置
の
必
要
性
を
明
確
に
し
、
計
測
箇
所
を
厳
選
し

て
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
デ
ー
タ
を

解
析
し
、各
室
ご
と
の
デ
ー
タ
の
推
移
、上
下
二
箇
所
の
差
異
等
を
把
握
し
、デ
ー

タ
ロ
ガ
ー
の
設
置
位
置
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
蓄
積
さ
れ
た
エ
ク
セ
ル
の
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化

し
、
そ
の
変
動
を
可
視
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
八
年
分
の
全
記
録
が

個
別
書
庫
群
と
そ
れ
以
外
と
に
分
け
ら
れ
た
二
つ
の
シ
ー
ト
に
書
き
込
ま
れ
て
い

た
た
め
、
各
室
ご
と
に
計
測
年
度
ご
と
の
個
別
の
表
に
分
割
し
た
。
こ
の
エ
ク
セ

ル
の
様
式
は
、
手
書
き
デ
ー
タ
の
記
録
用
紙
と
数
値
の
配
列
が
異
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
入
力
転
記
の
際
の
誤
記
を
防
ぎ
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
手
書
き
の
記

録
用
紙
と
併
せ
て
変
更
し
改
善
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

文
書
館
が
位
置
す
る
広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
賀
茂
台
地
の
ほ
ぼ
中

央
部
を
占
め
盆
地
特
有
の
夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
と
い
う
環
境
に
あ
る
。
春
や
秋
が

短
く
急
に
暑
く
な
り
急
に
寒
く
な
る
と
い
う
印
象
で
、
夏
季
は
三
五
度
以
上
の
猛

暑
日
も
あ
り
冬
季
は
氷
点
下
で
路
面
が
凍
結
す
る
ほ
ど
の
冷
え
込
み
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、
文
書
の
保
存
管
理
に
お
い
て
は
特
に
湿
度
対
策
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。
湿
度
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
環
境
に
保
つ
こ
と
を
前
提
に
、
資

料
が
急
激
な
温
湿
度
変
化
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
い
う
方

針
の
下
、 

デ
ー
タ
の
分
析
を
通
し
て
適
切
な
管
理
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

温
湿
度
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
本
館
を
比
較
的
専
有
面
積
の
大
き
い
室
と
、

元
個
室
練
習
室
の
個
別
書
庫
群
一
二
室
を
含
む
大
学
史
資
料
室
書
庫
群
及
び
そ
の

他
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
管
理
の
あ
り
方
を
提
案
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

二
、�

温
湿
度
デ
ー
タ
の
分
析
（
そ
の
一
）
　―
森
戸
辰
男
記
念
文
庫
・�

平
和
学
術
文
庫
・
梶
山
季
之
文
庫
・
公
文
書
室
書
庫
―

　

本
館
内
で
比
較
的
広
い
専
有
面
積
を
占
め
る
森
戸
辰
男
記
念
文
庫（
三
九
㎡
）・

平
和
学
術
文
庫（
五
三
㎡
）・
梶
山
季
之
文
庫（
四
二
㎡
）・
公
文
書
室
書
庫（
八
〇

㎡
）
の
各
室
は
、
温
湿
度
と
も
に
お
お
む
ね
安
定
し
た
環
境
に
あ
る
。

　

森
戸
・
平
和
学
術
・
梶
山
文
庫
の
各
室
は
、
天
井
に
は
め
込
み
式
の
空
調
を
一

基
設
置
し
て
い
る
。
各
室
と
も
空
気
を
循
環
さ
せ
る
た
め
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

一
台
を
配
備
し
タ
イ
マ
ー
制
御
で
運
転
し
て
い
る
ほ
か
、
森
戸
・
梶
山
の
両
文
庫

に
は
除
湿
器
も
設
置
し
て
い
る
。
最
も
西
側
に
位
置
す
る
平
和
学
術
文
庫
は
、
館

内
で
も
常
に
湿
度
が
低
い
た
め
、
除
湿
機
能
は
不
要
で
あ
る
。
な
お
、
温
湿
度
の

目
標
値
は
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
に
も
示
さ
れ
た
温
度



― 74―

村上淳子　　広島大学文書館本館における温湿度管理について

二
二
度
、
相
対
湿
度
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
い
る
。
こ
の
値
は
、「
国
宝
・
重

要
文
化
財
の
公
開
に
関
す
る
取
扱
要
項
」（
平
成
八
年
七
月
一
二
日
文
化
庁
長
官

裁
定
）
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

森
戸
文
庫
に
お
い
て
エ
ア
コ
ン
運
転
を
継
続
し
た
場
合
と
、
し
な
か
っ
た
場
合

と
で
湿
度
の
値
を
比
較
す
る
と
、
二
二
度
の
設
定
で
冷
房
運
転
を
実
施
し
た
平
成

二
三
年
度
で
は
、最
も
外
気
温
が
高
い
七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
間
で
も
、

温
度
が
二
二
度
以
下
に
保
た
れ
、
空
調
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
五
月
か
ら
七
月
半
ば
と
、
九
月
下
旬
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
平
均
湿

度
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
後
半
か
ら
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
数
値
が
並
ん
で

い
る
。
年
間
の
湿
度
の
高
低
差
は
、
最
低
の
四
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
高
の

六
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
二
五
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
図
２
）。
な
お
、
図
の

グ
ラ
フ
は
、
見
や
す
さ
を
考
慮
し
温
湿
度
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
・
最
低
・
平
均
に
つ

い
て
の
み
示
し
、
年
間
の
最
高
値
及
び
最
低
値
に
つ
い
て
は
数
字
を
付
し
た
。

　

一
方
、
古
い
エ
ア
コ
ン
の
故
障
を
契
機
に
一
旦
全
て
の
空
調
を
停
止
す
る
措
置

を
取
っ
た
平
成
二
四
年
度
は
、
最
高
温
度
三
〇
度
を
記
録
し
た
八
月
上
旬
の
時
点

で
ド
ラ
イ
運
転
を
開
始
し
、
一
〇
月
上
旬
に
は
再
び
停
止
し
た
。
こ
の
結
果
、
五

月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
に
か
け
て
の
平
均
湿
度
は
、
三
〇
～
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

代
で
推
移
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
を
停
止
し
た
場
合
、
湿
度
の
平
均
値
の
最
低
が

三
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
高
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
高
低
差
は
一
九
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
な
お
、
計
測
位
置
の
上
下
に
よ
る
差
は
、
温
度
で
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、

湿
度
で
＋
－
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
差
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
（
図
３
）。

相
対
湿
度
を
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
保
つ
と
い
う
目
標
に
お
い
て
は
、
温
度
が

二
二
度
以
上
に
上
昇
す
る
五
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
に
か
け
て
ド
ラ
イ
運
転
と

し
、
除
湿
器
を
併
用
す
る
と
い
う
方
法
が
最
も
効
率
的
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
和
学
術
文
庫
の
場
合
、
目
録
作
成
等
の
都
合
上
文
庫
内
で
作
業
を
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
た
め
、
人
の
出
入
り
に
よ
る
扉
の
開
閉
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に

平
成
二
二
年
度
以
降
の
値
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
や
や
安
定
を
欠
く
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
森
戸
文
庫
同
様
、
温
度
が
二
二
度
を
超
え
始
め
る
五
月

下
旬
頃
か
ら
の
ド
ラ
イ
運
転
開
始
が
有
効
で
、
む
し
ろ
夏
季
に
お
け
る
湿
度
の
下

が
り
す
ぎ
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

梶
山
季
之
文
庫
は
、直
筆
原
稿
や
サ
イ
ン
本
の
他
絵
画
等
の
美
術
品
も
保
存
し
、

よ
り
安
定
し
た
書
庫
環
境
が
求
め
ら
れ
る
。
文
庫
設
置
後
の
平
成
二
〇
年
か
ら

二
二
年
に
か
け
て
の
空
調
運
転
下
で
は
、
湿
度
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
代
後
半
か
ら

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
代
後
半
で
推
移
し
、
週
ご
と
の
最
低
湿
度
と
最
高
湿
度
の
差
が

一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
と
な
る
な
ど
、
他
の
書
庫
等
に
比
べ
て
若
干
大
き
い
傾
向
に

あ
る
。
空
調
停
止
を
試
み
た
平
成
二
四
年
度
の
湿
度
は
、
五
月
か
ら
七
月
上
旬
に

か
け
て
徐
々
に
上
昇
し
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
代
後
半
を
記
録
し
た
後
、
温
度
の
上
昇

と
と
も
に
下
降
し
、
最
高
温
度
を
記
録
し
た
八
月
に
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
代
に
低

下
し
た
（
図
４
、
５
）。
梶
山
文
庫
の
場
合
、
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
湿
度

上
昇
が
森
戸
文
庫
に
比
べ
て
急
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
の
気
温
上
昇
の
時
期
か
ら

エ
ア
コ
ン
を
運
転
す
る
運
用
が
湿
度
の
安
定
の
た
め
に
は
有
効
と
い
え
る
。

　

本
館
内
で
最
も
広
い
専
有
面
積
を
占
め
る
公
文
書
室
書
庫
は
、
八
〇
㎡
の
室
内

に
書
架
延
長
約
九
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
集
密
書
架
と
固
定
書
架
を
設
置
し
て
い
る
。

公
文
書
室
書
庫
は
、
文
書
館
設
立
当
初
荷
解
室
と
し
て
も
運
用
し
多
人
数
が
出
入

り
し
作
業
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
平
成
一
九
年
以
降
は
、
書
架
を
増
設
し
完

全
に
書
庫
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。
書
架
増
設
工
事
の
時
期
に
は
、
最
高
湿
度
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図２　森戸辰男記念文庫　温湿度（平成23年度）

図３　森戸辰男記念文庫　温湿度（平成24年度）
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図４　梶山季之文庫　温湿度（平成23年度）

図５　梶山季之文庫　温湿度（平成24年度）
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七
〇
か
ら
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
い
う
極
端
な
数
値
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、

工
事
の
影
響
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

公
文
書
室
書
庫
の
温
湿
度
計
は
、
平
成
一
七
年
四
月
に
計
測
を
開
始
し
た
出
入

口
扉
横
の
「
廊
下
側
」
と
、翌
平
成
一
八
年
十
一
月
に
開
始
し
た
西
側
壁
面
の
「
窓

側
」
と
の
二
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。
空
調
は
、
天
井
は
め
込
み
式
の
も
の
が
二

基
設
置
さ
れ
、
北
と
西
の
壁
面
そ
れ
ぞ
れ
に
二
箇
所
ず
つ
窓
が
あ
り
、
西
側
壁
面

に
は
窓
を
三
分
の
二
ほ
ど
塞
い
で
固
定
書
架
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

温
湿
度
計
の
「
廊
下
側
」
と
「
窓
側
」
の
差
は
、
温
度
で
は
ほ
ぼ
同
じ
か
廊
下

側
が
一
度
程
度
低
い
の
に
対
し
、
湿
度
で
は
窓
側
が
プ
ラ
ス
五
な
い
し
六
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
高
く
、
や
や
開
き
が
あ
る
。
西
側
は
、
相
対
的
に
高
温
・
高
湿
度
に
な
り

や
す
い
こ
と
が
「
窓
側
」
計
測
器
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
西
側
壁
面
に
は
書
棚
は
め
込
み
式
文
書
保
存
箱
を
導
入
し
、
三
〇
段
全
て

に
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
書
棚
は
め
込
み
式
文
書
保
存
箱
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

後
述
し
た
い
。

　

公
文
書
室
書
庫
も
森
戸
文
庫
等
と
同
様
、
夏
季
に
空
調
を
稼
働
し
た
平
成
二
三

年
度
よ
り
、
空
調
な
し
の
平
成
二
四
年
度
の
方
が
湿
度
が
低
く
、
高
低
差
も
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
（
図
６
、
７
）。
公
文
書
室
書
庫
に
お
い
て
も
、
空
調
を
夏
季

限
定
で
稼
働
す
る
運
用
は
、
湿
度
を
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
制
御
す
る
に
は
有

効
と
い
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
書
庫
に
お
い
て
は
、
温
度
二
二

度
を
超
え
る
五
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
に
か
け
て
エ
ア
コ
ン
を
除
湿
モ
ー
ド
で

運
転
し
、
森
戸
・
梶
山
の
両
文
庫
で
は
除
湿
器
を
併
用
す
る
と
い
う
管
理
が
最
も

合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
梶
山
文
庫
の
場
合
は
、
エ
ア
コ
ン
を
四
月
上
旬

か
ら
運
転
開
始
と
す
る
。
こ
の
運
用
に
よ
り
、
各
書
庫
と
も
夏
季
の
湿
度
を
五
五

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
調
節
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
運
転
の
場
合
の
温

度
は
、
強
制
的
に
二
二
度
以
下
に
保
つ
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
二
六

度
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
運
営
費
に
お
け
る
電
気
料
金
の
節
約
を

勘
案
す
れ
ば
、
ド
ラ
イ
運
転
に
よ
る
運
用
が
省
エ
ネ
に
も
有
効
な
、
最
善
の
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。

　

な
お
、
森
戸
文
庫
と
梶
山
文
庫
で
使
用
し
て
い
る
除
湿
器
は
、
タ
ン
ク
式
の
手

動
排
水
を
要
す
る
も
の
で
、
除
湿
の
ほ
か
抗
菌
・
防
カ
ビ
・
消
臭
機
能
が
謳
わ
れ

室
温
に
左
右
さ
れ
な
い
デ
シ
カ
ン
ト
式
の
も
の
一
台
と
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
式
と

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
も
の
一
台
を
設
置
し
て
い
る
。
排
水
作
業
は
、
常
勤
の
館
員

及
び
温
湿
度
計
測
担
当
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
で
手
作
業
で
行
っ
て
い
る
。
梅
雨
時
の

六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
ほ
ぼ
一
日
置
き
の
頻
度
で
排
水
作
業
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
こ
の
期
間
は
、
排
水
作
業
の
繁
忙
期
と
し
て
日
々
の
業
務
に
お
け
る
負

担
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
温
湿
度
デ
ー
タ
の
分
析
を
踏
ま
え
、
こ
の

時
期
に
集
中
し
て
稼
働
す
る
こ
と
に
よ
り
湿
度
が
安
定
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
今
後
も
必
要
な
業
務
と
し
て
実
施
し
た
い
。

三
、�

温
湿
度
デ
ー
タ
の
分
析
（
そ
の
二
）
　―
大
学
史
資
料
室
個
別
書
庫

群
・
マ
イ
ク
ロ
室
・
そ
の
他
―

　

個
別
書
庫
か
ら
成
る
大
学
史
資
料
室
書
庫
群
は
、
中
庭
に
面
し
た
南
側
の
五
室

（
Ｓ
１
～
Ｓ
５
）
と
北
側
六
室
（
Ｓ
６
～
Ｓ
11
）
と
の
間
の
廊
下
ス
ペ
ー
ス
に
幅

九
〇
〇
ミ
リ
の
稼
働
式
書
架
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
南
側
五
室
の
入
口
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図６　公文書室書庫　温湿度（平成23年度）

図７　公文書室書庫　温湿度（平成24年度）
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ド
ア
を
撤
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
庫
群
へ
と
通
じ
る
廊
下
に
は
施
錠
可
能
な

ド
ア
付
き
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
て
い
る
。
各

個
室
に
は
二
重
窓
が
あ
り
、
窓
を
挟
ん
で
東
西
の
両
壁
面
に
二
連
六
段
の
固
定
書

架
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
六
㎡
の
一
一
室
に
加
え
、
北
側
に
一
五
㎡
の
一
室
が

あ
り
、
前
身
諸
学
校
関
係
文
書
を
収
蔵
す
る
書
庫
Ｌ
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。
な

お
、
各
書
庫
の
扉
は
、
湿
度
調
整
の
た
め
常
時
開
放
し
て
い
る
。

　

各
個
室
の
温
湿
度
デ
ー
タ
は
、
気
密
性
の
高
い
狭
い
空
間
の
湿
度
調
整
が
難
し

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
書
庫
群
の
廊
下
最
奥
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
建
物
の
最
も
西

側
の
位
置
に
あ
り
、
外
部
空
間
と
透
明
な
ガ
ラ
ス
の
扉
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
、
西
日
も
入
り
込
む
た
め
夏
場
の
温
度
上
昇
が
著
し
い
。
南
側
西
端
の
Ｓ
５
、

北
側
西
端
の
Ｓ
６
の
二
カ
所
と
も
冷
房
を
停
止
し
た
平
成
二
四
年
八
月
上
旬
に

三
四
度
を
記
録
し
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
夏
季
の
冷
房

運
転
で
温
度
を
二
二
度
以
下
に
設
定
し
て
い
た
平
成
二
三
年
度
で
は
、
五
月
下
旬

か
ら
七
月
に
か
け
て
右
肩
上
が
り
に
湿
度
が
上
昇
し
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
前
半

の
数
値
を
示
し
た
後
、
八
月
に
か
け
て
平
均
湿
度
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
記
録

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、冷
房
を
停
止
し
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
平
成
二
四
年
で
は
、

温
度
が
二
〇
度
か
ら
三
〇
度
へ
と
上
昇
す
る
五
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け

て
、
Ｓ
５
、
Ｓ
６
と
も
湿
度
が
平
均
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
東
西
の
位
置
を
問
わ
ず
個
別
書
庫
全
て
に
該

当
す
る
。
ま
た
、冷
房
を
停
止
し
た
方
が
上
下
の
設
置
位
置
に
よ
る
差
も
縮
小
し
、

下
側
が
五
乃
至
八
ポ
イ
ン
ト
高
い
と
い
う
数
値
か
ら
、
三
乃
至
四
ポ
イ
ン
ト
へ
と

ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
学
史
資
料
室
書
庫
群
の
各
書
庫
空
間

の
湿
度
管
理
に
お
い
て
は
、
空
調
に
よ
る
調
整
よ
り
も
、
自
然
に
ま
か
せ
る
方
が

低
湿
度
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
と
い
え
る
。

　

文
書
館
で
は
、
染
色
作
家
杉
谷
冨
代
氏
の
オ
ブ
ジ
ェ
「
あ
の
日
」
を
は
じ
め
と

す
る
美
術
品
を
収
蔵
す
る
た
め
、
個
別
書
庫
群
の
北
側
六
カ
所
の
う
ち
一
カ
所
を

貴
重
資
料
庫
（
美
術
品
庫
）（
Ｓ
９
）
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。
庫
内
は
、
窓
を

塞
い
で
調
湿
ボ
ー
ド
で
壁
面
を
覆
い
、
す
の
こ
と
転
倒
防
止
設
備
を
備
え
た
美
術

品
用
書
架
を
設
置
し
て
い
る
。
空
調
運
転
下
の
平
成
二
三
年
度
で
は
、
五
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
湿
度
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
か
ら
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
へ
と
上
昇
し

た
後
、
九
月
に
か
け
て
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
推
移
し
た
。
梅
雨
時
に
は
平
均

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
数
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
空
調
を
停
止
す

る
こ
と
に
よ
る
影
響
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
エ
ア
コ
ン
故
障
の
畏
れ
を
鑑
み
停

止
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
結
果
、
空
調
を
停
止
し
た
平
成
二
四
年
度

で
は
、
温
度
が
三
〇
度
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
湿
度
の
最
大
値
は
六
一
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
気
温
が
二
二
度
超
と
な
る
五
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
に
か
け
て
の
湿
度

平
均
は
、
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
美
術
品
庫
に
お
い
て
も
、
空
調
を
停
止

し
た
方
が
低
湿
度
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た（
図
８
、
９
）。美
術
品
庫
に
つ
い
て
は
、

他
の
書
庫
に
比
し
て
数
値
の
変
動
が
や
や
激
し
く
、
手
動
に
よ
る
計
測
の
限
界
が

見
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
に
よ
り
正
確
な
数
値
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
数
値
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
運
用
が
最
適
か
を
見
極
め
た
い
。

　

個
別
書
庫
群
の
廊
下
部
分
は
、
東
端
と
西
端
の
そ
れ
ぞ
れ
に
温
湿
度
計
を
設
置

し
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
っ
て
き
た
。
夏
季
の
空
調
稼
働
時
に
は
、
書
庫
群
の
扉
を

開
放
し
て
い
る
た
め
冷
気
が
拡
散
し
、
温
度
は
二
五
度
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
も
の

の
湿
度
は
西
側
で
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
東
側
で
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
超
と
い
う
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図８　美術品庫（Ｓ９）温湿度（平成23年度）

図９　美術品庫（Ｓ９）温湿度（平成24年度）
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や
や
高
い
数
値
を
示
し
た
。
空
調
を
停
止
し
た
平
成
二
四
年
度
で
は
、
西
側
で

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
前
半
、
東
側
で
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
。西
端
に
は
中
型
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
一
台
を
設
置
し
、空
気
の
循
環
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
式
の
除
湿
機
も
稼
働
し
て
い
る
。
こ
の
除
湿
機

は
、
学
内
の
施
設
閉
鎖
に
伴
う
不
要
物
品
を
譲
り
受
け
た
も
の
で
、
手
動
排
水
を

要
す
る
タ
ン
ク
容
量
が
二
〇
リ
ッ
ト
ル
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
排
水
時
に
は
相
応
の

労
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
学
史
資
料
室
書
庫
群
に
お
い
て
は
空
調
を
停
止
し
た
運
用
と
す
る
こ

と
か
ら
、
書
庫
Ｌ
前
の
廊
下
東
端
の
位
置
に
も
新
規
に
大
型
除
湿
機
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
除
湿
機
は
、
平
成
二
三
年
一
月
の
法
人
本
部
棟
公
文
書
分
室

開
室
時
に
三
台
導
入
し
た
も
の
と
同
型
で
、
湿
度
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
る

と
除
湿
運
転
と
な
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
排
水
タ
ン
ク
が

満
水
に
な
る
ほ
ど
除
湿
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
実
際
の
湿
度
と
手
動
で
計
測
し
た

デ
ー
タ
が
乖
離
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
数
値
が
蓄

積
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
現
実
的
な
対
策
を
実
施
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
他
の
書
庫
と
し
て
、
主
に
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
等
の
映
像
資
料
を
保
管
す
る

マ
イ
ク
ロ
室
が
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
室
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
性
質
上
で
き
る
だ
け

低
温
を
保
つ
必
要
が
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
ド
ラ
イ
運
転
を
行
っ
て
お
り
、
夏
季

で
も
二
六
度
以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
湿
度
は
、
夏
季
に
六
〇
か
ら

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
い
う
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
温
湿
度
計
の
設

置
位
置
が
ド
ア
付
近
の
た
め
ド
ア
開
閉
に
よ
る
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
マ
イ
ク
ロ
室
の
数
値
に
つ
い
て
も
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
導
入
に
よ
り
正
確
な

変
動
を
把
握
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
よ
り
有
用
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

四
、
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
対
応

　

こ
の
度
の
温
湿
度
デ
ー
タ
の
分
析
は
、
新
規
に
導
入
す
る
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
設

置
位
置
に
つ
い
て
、
分
析
結
果
に
基
づ
き
根
拠
を
以
て
選
定
す
る
こ
と
を
目
的
の

一
つ
と
し
て
い
る
。
各
書
庫
の
設
置
位
置
は
、
次
の
よ
う
に
選
定
し
た
。

　

森
戸
・
平
和
学
術
・
梶
山
の
各
書
庫
と
も
、
目
視
し
に
く
い
位
置
で
も
デ
ー
タ

収
集
が
可
能
と
い
う
利
点
を
活
か
し
、
入
口
か
ら
最
も
奥
ま
っ
た
位
置
と
し
た
。

デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
設
置
位
置
と
元
々
の
温
湿
度
計
設
置
位
置
と
の
数
値
の
差
は
、
温

度
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
湿
度
で
は
、
下
側
の
計
測
値
よ
り
一
、二
パ
ー

セ
ン
ト
高
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
数
値
が
最
も
厳
し

い
値
を
示
す
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
値
が
管
理
で
き
て
い
れ
ば
、
室
内
全

体
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
え
る
。

　

公
文
書
室
書
庫
で
は
、
相
対
的
に
高
温
高
湿
度
で
あ
る
西
側
の
最
も
奥
ま
っ
た

位
置
と
し
た
。
こ
の
位
置
と
、
既
存
の
温
湿
度
計
と
の
湿
度
の
差
は
、
既
存
の
方

が
二
乃
至
三
ポ
イ
ン
ト
高
い
。
こ
れ
は
、
今
年
度
よ
り
西
側
温
湿
度
計
の
設
置
位

置
を
床
面
直
置
き
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
。
公
文
書
室
書
庫
に
お
け
る
デ
ー
タ

ロ
ガ
ー
設
置
位
置
は
、
資
料
を
床
に
直
接
置
く
よ
う
な
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
床

面
の
数
値
が
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
値
よ
り
＋
三
ポ
イ
ン
ト
程
度
と
な
る
こ
と
を
考
慮

し
つ
つ
制
御
で
き
れ
ば
、
書
庫
全
体
の
環
境
を
お
お
む
ね
良
好
に
保
つ
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
庫
内
全
体
の
空
気
を
循
環
さ
せ
る
よ
う
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
向
き
等
を
工
夫
し
数
値
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

平
和
学
術
文
庫
で
は
、
夏
季
、
冬
季
と
も
湿
度
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
前
半
を
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記
録
す
る
時
期
が
み
ら
れ
、
湿
度
が
低
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
よ
り

外
気
・
光
線
の
影
響
を
抑
え
る
遮
光
フ
ィ
ル
ム
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
文
書

館
で
は
、
全
て
の
窓
に
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム
を
施
工
し
て
い
る
が
、
平
和
学
術

文
庫
の
他
、
公
文
書
室
書
庫
の
西
側
一
カ
所
、
大
学
史
資
料
室
書
庫
群
の
全
て
の

窓
、書
庫
群
廊
下
再
奥
の
ガ
ラ
ス
扉
へ
も
、九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
遮
光
フ
ィ

ル
ム
施
工
を
実
施
し
た
。
遮
光
フ
ィ
ル
ム
の
効
果
に
よ
る
数
値
の
変
化
に
つ
い
て

も
、
注
視
し
た
い
。

　

大
学
史
資
料
室
書
庫
群
で
は
、
予
算
の
都
合
上
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
二
期
に
分
け

て
導
入
し
た
。
ま
ず
、
美
術
品
庫
（
Ｓ
９
）
及
び
一
五
㎡
の
書
庫
（
書
庫
Ｌ
）、

南
側
の
最
東
（
Ｓ
１
）、
同
じ
く
南
側
の
最
西
（
Ｓ
５
）
に
先
行
し
て
設
置
し
、

今
年
度
九
月
に
廊
下
部
分
中
央
、
そ
し
て
比
較
的
湿
度
が
高
め
と
な
る
美
術
品
庫

東
隣
の
書
庫
（
Ｓ
10
）
に
追
加
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
美
術
品
庫
と
廊
下
中
央

を
除
く
設
置
箇
所
と
他
の
書
庫
の
数
値
は
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
グ
ラ
フ
の
形
状
で

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
近
隣
の
書
庫
の
デ
ー
タ
を
基
に
し

た
類
推
で
十
分
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
室
に
も
九
月
よ
り
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
導
入
し
、
扉
の
開
閉
の
影
響
が

少
な
い
室
中
央
付
近
の
書
架
側
面
に
設
置
し
た
。
一
一
月
現
在
、
最
高
湿
度
は

五
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、お
お
む
ね
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
半
ば
で
推
移
し
、

手
動
で
の
計
測
時
に
み
ら
れ
た
不
安
定
な
数
値
の
変
動
は
認
め
ら
れ
な
い
。
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
写
真
ネ
ガ
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
防
湿
庫
や
専
用
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
で
保
管
し
て
お
り
、
よ
り
安
定
し
た
環
境
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク

ロ
室
に
つ
い
て
は
、
常
時
の
ド
ラ
イ
運
転
に
よ
り
、
安
定
し
た
書
庫
環
境
が
実
現

し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
運
転
に
つ
い
て
は
、
旧
音
楽
棟
時
よ
り
、
廊
下
共
用
部

分
が
夜
間
一
〇
時
か
ら
翌
朝
七
時
ま
で
消
灯
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
製
品
の
耐
用
年

数
や
防
災
上
の
観
点
を
考
慮
し
タ
イ
マ
ー
設
定
に
よ
る
運
転
停
止
時
間
を
設
け
て

い
る
。
当
初
、
停
止
時
間
は
午
前
〇
時
か
ら
翌
朝
九
時
ま
で
に
設
定
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
特
段
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
温
湿
度

分
析
と
併
せ
て
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
運
転
停
止
時
間
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
。
太
陽
光
線
の
影
響
を
受
け
温
度
が
上
昇
す
る
東
側
書
庫
で
は
、
夜
明
け
と
と

も
に
温
度
が
上
昇
す
る
。
夜
間
は
、
全
体
的
に
日
没
後
徐
々
に
湿
度
が
上
昇
す
る

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
午
前
九
時
か
ら
の
稼
働
を
前
倒
し
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
停
止
時
間
は
消
灯
と
同
じ
一
〇
時
か
ら
と
し
、
翌
朝
六
時
ま
で
に
変

更
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
公
文
書
室
書
庫
西
側
壁
面
の
書
棚
に
導
入
し
て
い
る
書
棚
は
め
込
み
式

文
書
保
存
箱
は
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
の
ご
教
示
に
よ
り
採
用
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
法
人
本
部
棟
一
階
の
公
文
書
分
室
の
書
庫
に
お
い
て
、
最
上
段
の
棚

全
て
に
調
湿
紙
つ
き
保
存
箱
を
配
置
す
る
計
画
を
五
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
一
一
月
現
在
ま
で
の
計
測
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
箱
内
の
温
度
は
箱
外
側
と

同
様
に
推
移
す
る
も
の
の
、
湿
度
で
は
、
箱
の
外
側
で
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
超
を
記

録
し
た
梅
雨
時
で
も
最
大
値
が
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
四
六
乃
至
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
範
囲
で
推
移
し
て
い
る
。
保
存
箱
内
部
は
、
外
気
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、

湿
度
が
ほ
ぼ
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
保
た
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。こ
の
た
め
、

大
学
史
資
料
室
書
庫
群
で
は
、
空
調
の
力
に
頼
ら
ず
温
湿
度
管
理
を
実
施
す
る
上

で
、
書
棚
は
め
込
み
式
文
書
保
存
箱
の
設
置
が
極
め
て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
個

別
書
庫
群
の
上
側
と
下
側
と
で
は
、
下
側
の
方
が
温
度
で
一
度
程
度
低
く
、
湿
度
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で
三
乃
至
四
ポ
イ
ン
ト
高
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
棚
の

最
下
段
に
書
棚
は
め
込
み
式
文
書
保
存
箱
を
設
置
す
る
の
が
、
最
も
合
理
的
な
運

用
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
後
は
、
こ
の
方
針
の
下
、
効
率
的
に
導
入
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

平
成
二
四
年
度
第
三
者
評
価
委
員
会
を
契
機
と
し
て
、
温
湿
度
管
理
に
係
る
業

務
を
大
幅
に
見
直
す
た
め
、
温
湿
度
計
測
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
っ
た
。
今
回
の
分

析
に
基
づ
き
、
空
調
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
稼
働
方
法
や
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
設
置

位
置
の
選
定
等
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
運
用
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
た
め
、
従
来
四
二
カ
所
の
温
湿
度
計
を
計
測
し
て
い
た
作
業
を
大
幅
に

軽
減
し
、
人
的
資
源
の
有
効
活
用
と
い
う
課
題
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
計

測
担
当
者
は
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
の
親
機
を
操
作
し
無
線
で
デ
ー
タ
を
転
送
、
パ
ソ

コ
ン
に
移
し
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
付
属
の
専
用
ソ
フ
ト
に
よ
り
実
測
値
や
グ
ラ
フ
を

保
存
す
る
と
と
も
に
、
最
小
値
、
最
大
値
、
平
均
値
に
つ
い
て
は
別
途
エ
ク
セ
ル

デ
ー
タ
を
作
成
し
年
間
グ
ラ
フ
の
作
成
等
を
可
能
と
し
て
い
る
。
閲
覧
室
等
の
作

業
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
た
各
室
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
と
の
対
比
に
よ
る

管
理
が
可
能
と
は
い
え
、
毎
週
の
記
録
を
継
続
し
て
い
る
が
、
計
測
し
た
時
点
で

の
数
値
の
み
に
限
定
し
た
。計
測
担
当
者
に
は
、サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
タ
イ
マ
ー

の
補
正
や
、
異
音
等
の
異
状
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
依
頼
し
て
い
る
。
温

湿
度
計
測
に
お
け
る
作
業
の
効
率
化
と
い
う
点
で
、
大
幅
な
改
善
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
三
者
評
価
に
基
づ
く
温
湿
度
の
管
理
と
関
連
し
、
害
虫
対
策
も
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
公
文
書
分
室
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
三
年
一
月
の
開
室
以
降

捕
虫
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
、
夏
季
は
月
二
回
、
冬
季
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
記
録

を
行
っ
て
い
る
。
本
館
に
お
い
て
は
、
今
年
度
七
月
よ
り
計
二
〇
カ
所
に
ト
ラ
ッ

プ
を
設
置
し
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
一
月

現
在
、
マ
イ
ク
ロ
室
扉
前
及
び
庫
内
で
紙
魚
が
見
ら
れ
た
以
外
は
、
直
接
紙
資
料

に
有
害
な
虫
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
紙
魚
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
室

前
の
水
回
り
ス
ペ
ー
ス
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
流
し
台
を
利
用
す
る
全
て
の
関

係
者
が
こ
ま
め
な
清
掃
を
心
が
け
、
水
滴
を
ま
き
散
ら
さ
な
い
な
ど
環
境
保
全
に

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
度
文
書
館
開
館
以
来
の
八
年
分
の
温
湿
度
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
空
調
運
転

を
停
止
し
た
と
し
て
も
あ
る
程
度
管
理
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
除
湿
器
、
サ
ー

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
運
転
等
を
組
み
合
わ
せ
、
個
別
の
書
庫
環
境
に
最
も
適
切
な
管

理
の
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
公
文
書
管
理
に
お
い
て
は
、
は

じ
め
か
ら
書
庫
と
し
て
設
計
さ
れ
温
湿
度
管
理
の
徹
底
し
た
環
境
で
資
料
を
保
存

で
き
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
思
わ
れ
る
。
地
方
自
治
体
で
は
、
廃
校
と
な
っ

た
校
舎
を
中
間
書
庫
と
し
、
或
い
は
、
プ
レ
ハ
ブ
の
建
屋
を
臨
時
に
書
庫
と
し
て

活
用
す
る
等
の
事
例
も
聞
か
れ
、
厳
し
い
環
境
下
で
費
用
を
か
け
ず
に
保
管
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
本
学
全
体
の
文
書
作
成
原
課
に
お
け
る
保
存
状
況
を
み

て
も
、
文
書
館
に
移
管
さ
れ
る
ま
で
の
環
境
は
、
極
め
て
厳
し
い
と
い
え
る
。
文

書
館
で
は
、
移
管
さ
れ
た
文
書
を
恒
久
的
に
保
管
す
る
と
い
う
目
的
を
果
た
す
た

め
、
今
後
も
継
続
的
に
的
確
な
温
湿
度
管
理
を
徹
底
し
た
い
。

（
む
ら
か
み

　じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）




